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問　

警
戒
区
域
は
極
端
な

情
報
不
足
に
あ
り
、
住
民

の
焦
燥
感
を
増
幅
し
て
い

る
。
被
災
状
況
と
土
地
利

用
の
方
向
性
を
伺
う
。

答　

市
独
自
に
被
災
調

査
、
応
急
補
修
を
進
め
て

い
る
。
移
転
、
農
地
利
用

の
意
識
調
査
を
踏
ま
え
、

土
地
利
用
計
画
、
復
興
計

画
を
推
進
す
る
。

問　

空
間
線
量
、
土
壌
、

水
等
の
汚
染
状
況
と
除
染

対
策
を
伺
う
。

答　

川
房
公
会
堂
4.4 

mSv
／

h
、
土
壌
は
金
谷
の
田

８
３
８
５
ベ
ク
レ
ル
が
最

高
値
で
空
間
線
量
と
同
傾

向
だ
。
確
実
な
除
染
を
国

に
要
望
す
る
。

問　

山
林
を
有
す
る
西
部

地
域
の
除
染
は
極
め
て
困

難
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
風

力
発
電
等
の
新
し
い
土
地

利
用
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答　

線
量
の
高
い
地
域
を

含
め
、
市
全
体
計
画
の
中

で
考
え
る
。

問　

区
域
内
事
業
所
の
早
期

再
開
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答　

事
業
継
続
が
困
難
な

状
況
に
陥
っ
て
お
り
深
刻

だ
。
区
域
の
見
直
し
と
低

線
量
地
域
の
事
業
再
開
を

強
く
要
望
し
て
い
る
。
併

せ
て
仮
設
工
場
等
の
代
替

策
も
進
め
て
い
る
。

問　

生
い
茂
っ
た
枯
れ
草

に
よ
る
火
災
が
心
配
さ
れ

る
。
防
火
防
災
の
住
宅
管

理
の
た
め
継
続
的
一
時
帰

宅
の
改
善
を
強
く
求
め
る
。

答　

防
犯
、
火
災
等
懸
念

さ
れ
る
。
財
産
の
保
全
の

た
め
個
々
人
の
希
望
が
達

成
さ
れ
る
対
応
を
し
た
い
。

問　

放
射
性
物
質
の
除
去

に
つ
い
て
。
公
共
施
設
の

除
染
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　

８
月
９
月
を
除
染
強

化
月
間
と
し
、教
育
施
設
、

公
園
を
重
点
的
に
取
組
み

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

問　

農
地
の
除
染
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

基
本
的
に
安
全
な
農

作
物
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
、除
染
に
取
組
む
。

問　

特
定
避
難
勧
奨
地
点

に
つ
い
て
は
除
染
を
優
先

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

公
共
施
設
の
次
に
除

染
対
象
と
す
る
。

問　

除
染
に
つ
い
て
の
市

民
の
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
計
画
の
説
明
責
任
は
。

答　

除
染
計
画
の
周
知
が

行
き
届
か
ず
大
変
申
し
訳

な
か
っ
た
。
今
後
は
十
分

留
意
し
な
が
ら
作
業
を
進

め
る
。

問　
〝
水
〞
に
つ
い
て
「
空

気
、
水
、
食
料
」
は
生
き

る
た
め
の
要
素
で
あ
り
、

健
康
で
安
全
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
水
道
水
の
安

全
は
ど
う
か
。

答　

摂
取
制
限
の
指
標
値

を
大
き
く
下
回
り
安
全
に

使
用
可
能
で
あ
る
。

問　

横
川
ダ
ム
、
高
の
倉

ダ
ム
、
岩
部
ダ
ム
、
風
兼

ダ
ム
、
は
や
ま
湖
、
と
各

「
た
め
池
」
等
の
水
質
調

査
が
必
要
と
考
え
る
が
取

組
み
は
。

答　

県
が
横
川
ダ
ム
、
高

の
倉
ダ
ム
、
岩
部
ダ
ム
の

水
質
と
泥
の
放
射
線
を
測

定
す
る
。
は
や
ま
湖
は
水

道
水
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
。
以
前
か
ら
調
査
し
放

射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
て

い
な
い
。

問　

線
量
低
減
作
業
を
行

政
が
主
導
す
べ
き
だ
が
。

答　

県
の
基
金
が
活
用
さ

れ
る
と
な
っ
た
と
き
に
市

が
直
接
、
委
託
等
い
ろ
ん

な
や
り
方
が
考
え
ら
れ

る
。
な
る
べ
く
個
人
負
担

に
な
ら
な
い
形
で
進
め
る

の
が
、
除
染
を
早
く
す
る

方
法
と
考
え
る
。

問　

除
染
作
業
か
ら
生
じ

る
汚
染
物
質
の
仮
置
き
場

を
確
保
す
べ
き
だ
が
。

答　

中
心
市
街
地
の
よ
う

な
地
域
で
は
現
実
的
に
確

保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

避
け
て
通
れ
な
い
の
で
早

い
時
期
に
行
政
区
長
を
通

し
て
相
談
す
る
と
か
、
何

ら
か
の
形
を
検
討
す
る
。

問　

自
家
消
費
野
菜
も
早

急
に
検
査
す
べ
き
だ
が
。

答　

自
家
消
費
野
菜
に
対

す
る
心
配
は
理
解
し
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
早
く
行

え
る
よ
う
努
力
す
る
。
今

の
予
定
は
10
月
を
考
え
て

い
る
。

問　

食
物
の
検
査
は
今
後

も
生
じ
る
問
題
。
検
査
機

器
の
増
設
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
が
。

答　

農
地
・
土
壌
・
水
と

い
う
基
本
と
な
る
も
の
を

急
い
で
検
査
す
る
た
め
行

政
が
行
う
も
の
で
、
専
門

機
関
の
設
置
や
民
間
活
用

等
も
含
め
て
、
全
体
の
検

査
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

問　

試
験
圃
場
を
確
保
し

調
査
研
究
す
べ
き
だ
が
。

答　

水
稲
や
農
作
物
等
に

つ
い
て
、
試
験
圃
場
の
設

置
を
含
め
て
、
県
・
Ｊ
Ａ

等
と
連
携
し
て
栽
培
、
分

析
調
査
を
行
い
農
産
物
の

安
全
な
生
産
を
確
か
め
て

い
く
。

志賀 稔宗 議員

水井 清光 議員

山田 雅彦 議員

警
戒
区
域
の
現
状
と

復
興
の
道
す
じ

市
民
の
安
全
安
心
に

つ
い
て

原
子
力
事
故
へ
の
対

応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

復
興
は
先
手
必
勝
の
ス

ピ
ー
ド
感
が
決
め
手

❷ 

除
染
促
進
策
に
つ
い
てマイカーでの一時立入り

白菜畑

そ
の
他
の
質
問

❶ 

学
校
の
安
全
教
育
に
放

射
線
教
育
が
必
要
で
は

❷ 

海
岸
区
域
の
対
策
と
し

て
防
潮
林
帯
が
必
要

一
般
質
問
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月　　日 活動種別 活　　　　動　　　　内　　　　容

７月２７日
第 6回臨時会 議案 5件（予算 4件、その他 1件）を可決
特別委員会 第 2次義援金配分に係る検討経過について

８月　５日 特別委員会
（現地調査） 警戒区域内現地調査について

８月　９日 協議会 東電福島第一原発事故被災市町村議会決起大会出席

８月１２日
特別委員会 市税等の課税、瓦れきの処理・処分、緊急時避難準備区域解除後の学校の再開など

について
協議会

（要望活動）
東電福島第一原発事故被災市町村議会連絡協議会において、細野原発事故担当大臣、
東京電力㈱などに事故の早期収束や徹底した除染対策の実施などを要望

８月１９日 特別委員会 緊急時避難準備区域、警戒区域等の解除に対する考え方、市民への帰還の呼びかけ、
農地、農業の復興に向けて取り組むべき事業などについて

８月２３日 第 7回臨時会 議案 3件のうち、「南相馬市東日本大震災等による被災者に対する市税等の減免に関
する条例」は修正案が可決され、ほか 2件（条例 1件、その他 1件）は原案通り可決

８月２５日 要望活動 福島県教育委員会教育長に対して、30 キロメートル圏外の小中学校の劣悪な学習環
境の改善、全教育施設の長期的、継続的な除染の実施などについて緊急要望

８月３０日 第８回臨時会
「南相馬市東日本大震災等による被災者に対する市税等の減免に関する条例に対する
再議について」
8月 23 日に修正可決した同条例は否決、内容を変更した修正案が再度議員提案され、可決

９月　８日 第９回定例会 9月定例会開会（9月 27 日まで）

９月１６日 特別委員会
①南相馬市の原子力災害に関する意見書の提出について
②南相馬市の原子力災害について
③原発から『自然エネルギーの福島県』に転換することを求める意見書の提出について

９月２７日 特別委員会 原発被災損害賠償請求手続きに関する意見書の提出について

９月２８日 特別委員会

①原子力被災地域における市税等の減免の取扱いについて
②原発被災損害賠償請求手続きに関する要請書の提出について
③講演会の開催
　・「広島大学の取り組みについて」　　　・「環境放射線について」
　　広島大学准教授　長沼　毅氏　　　　　広島大学教授　静間　清氏

１０月　５日 特別委員会
（要望活動） 東京電力㈱に原発被災損害賠償手続（書類の簡略化等）に関する要請

１０月　７日 特別委員会 仮設住宅現地調査について

１０月１７日～３１日 特別委員会
（現地調査） 鹿島区、相馬市、新地町の仮設住宅現地調査（５班編成）

東日本大震災以降の主な活動状況　～7月 20日以降～（10月 24日現在）
7月 19日以前の活動状況は、市議会だより8月 1日号に掲載しています。

・「特別委員会」・・・東日本大震災及び原発事故対策調査特別委員会
・「協議会」・・・東電福島第一原発事故被災市町村議会連絡協議会

一
般
質
問
・
東
日
本
大
震
災
以
降
の
主
な
活
動
状
況

問　

現
在
、
様
々
な
方
面

か
ら
事
業
の
立
ち
上
げ
の

提
案
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
南
相
馬
市
と
し
て
新

し
い
産
業
を
形
作
っ
て
い

く
経
過
を
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
？

答　

事
業
事
例
を
提
案
す

る
と
と
も
に
、
説
明
会
を

予
定
し
て
い
る
。

問　

ど
こ
ま
で
議
論
が
進

ん
で
い
る
か
、
固
ま
っ
て

い
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
市
と
し
て
積
極
的
な

受
け
入
れ
姿
勢
を
示
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
？

答　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

な
ど
、
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
関
係
者
が
共
通
で

協
議
す
る
場
を
設
定
し
、

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

法
律
家
を
含
め
、
専

門
家
の
応
援
も
含
め
た
体

制
整
備
は
不
可
欠
。
損
害

賠
償
や
成
年
後
見
制
度
な

ど
、
対
策
を
求
め
る
。

答　

民
生
委
員
さ
ん
等
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
行

政
と
し
て
も
支
援
し
て
い

く
。
行
政
が
自
ら
足
を
運

ん
で
対
応
と
い
う
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
部
分
も

あ
る
の
で
、
カ
バ
ー
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
考
え
て

い
く
。
今
の
体
制
で
不
十

分
な
部
分
に
つ
い
て
は
、

ニ
ー
ズ
に
合
せ
た
形
が
必

要
に
な
る
。
課
題
を
整
理

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

但野 謙介 議員

賠
償
に
専
門
家
の
支

援
体
制
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

企
業
活
動
の
環
境
改
善

に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て

❷ 

生
活
改
善
の
法
的
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
市
の
体
制

に
つ
い
て

損害賠償請求書類


